
「お取り越し」という言葉を聞い

たことがありますか。親鸞聖人の祥

月のご命日法要、御正忌報恩講法要

のご縁にお会いするために、自坊の報恩講法要

を引き上げて勤め、上洛する。このように勤め

る法要を、「お取り越し法要」といいます。

お勤めをし、お斎をいただいて、子ども心に

もとても楽しみなことでした。なにせ、お斎の

席は、子どもも大人と同じく一人前です。とて

も晴れがましく席に着いたものでした。そうです、ほかの大人の人と同じ

ように、塗りのお膳に塗りの器、食膳の言葉に続き、二の字の御飯をいた

だき温かいご飯におかわりしていただく、大人の人にお給仕していただく

のですから素晴らしい体験でした。

お斎は、地方、お寺によって内容は変わりますが、お味噌汁やお汁の出

汁に至るまでお精進でした。干椎茸戻し汁、昆布、根菜類の野菜の出汁、

いろいろと工夫していました。

樹覚寺においては、現在は変わっているが、お平には、煮しめ（人参・

牛蒡・手綱の蒟蒻・八頭・蓮根・雁擬き）。お壺には、白和え。向付には、

紅白なます。それに、飯椀（白飯）と汁椀（銀杏切の大根と豆腐の味噌汁）

でした。前日夜のお汁は、のっぺ汁(精進で）。お煮しめの野菜の残りを用

いてました。野菜を油いためするとケンチン汁しないとノッペ汁と言い分

けていました。

他のお寺をお参りさせていただく

と、お壺にお豆と野菜の煮たものが

…「いとこ煮」だそうです。調べて

みますと、「いとこ煮」とは、南瓜

と小豆の炊き合わせで、冬至を中心

< １ >

◆

お初お座と懇親会
１月１８日午後１時３０分

樹覚寺本堂で初お座、引き続き

会館でお楽しみ懇親会

福引き他、お楽しみイッパイ！

本願寺のお斎は、二膳の折と鞍掛饅頭と抹茶

季節のままに
こんにちわ



に食べられた季節料理のようです。

ちょうど時期的に重なってきますので、お斎の料理

に取り入れられたのでしょう。

平成２９年の冬至は、１２月２２日から平成３０年

１月４日目でとなります。その間、年末年始のさまざ

まな行事がありますが、大きく二つに分かれます。ひ

とつは、冬至を中心としての祭り。太陽の復活を願い、喜ぶ祭りです。洋に

東西を問わず行われっています。西洋では、ユール、イエスの誕生、ミトラ

神の再生とが混じり合い、クリスマスを祝う。東洋においては、冬至祭（一

陽来復）とは別に、大祓いそして新春を祝う行事が盛んにおこなわれた。

日本においては、キリスト教の影響を強くうけなかったことにより、新春

を祝う正月の行事が盛んにおこなわれている。

浄土真宗においては、新春だといっても後に大切な最大に行事が控えてい

るので、いつまでも正月気分ではいられない。九

日午後二時の初逮夜法

要に引き続き、一七ヵ

日の間、御正忌報恩講

法要が勤められます。

２０１８（平成３０）年 初春号（１２７）< ２ >
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お釈迦様の生涯 《 伝 道 》
こんなエピソードが伝えられています。後にお釈迦

さまの十大弟子に数えられ、その中でも智慧第一と讃

えられた、サーリプッタ(舎利弗)の物語です。

ある朝、サーリプッタは非常に端正な修行僧に出会

いました。サーリプッタはその人の後を追い、托鉢の

終わるのを見届けて声をかけました。その修行僧は、

最近仏弟子になったばかりのアッサジでありました。

サーリプッタ「あなたは、誰を師としているのか」

アッサジ「私は、釈尊を師と仰いでおります」

サーリプッタ「その師は、いかなる教えを説かれる

のか」

アッサジ「私はまだ新参者で、師の教えを充分には

理解しておりますン」

サーリプッタ「たとえ一端でも、お聞かせ願えまい

か」

アッサジ「あらゆるものは、原因にとって生ずる。如来はその原因を説かれる。そ

して、それを滅する方法を説かれる」

サーリプッタ「もし、釈尊の教えがそれっきりであったとしても、それで十分であ

ろう」

と、サーリプッタはそれまで師事していたサンジャヤのもとを去り、お釈迦さまの

弟子になったのでした。 (続く)

あけし酔話
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♪春になればすがこも解けてどじょっこ

だのふなっこだの夜が明けたと思うべな♪

まさかドジョウを飼うことになるとは思

わなかったのですが、町内のお祭りの余り

をいただいてきたそうで、仕方なしに飼う

ことになりました。遥か昔から自然環境に

恵まれた泥田に住んでいて、子供の遊び友

達であり、時には食材として身近な生き物でした。今は絶滅危惧種に指定さ

れている程の貴重な存在となってしまったようです。

ドジョウ（泥鰌）コイ目・ドジョウ科・ドジョウ亜科・ドジョウ属

別名、地方名 ドジョンコ、ドンキュウなど

種類はとても多く、日本には、ドジョウ・シマ

ドジョウ・ホトケドジョウ・アユモドキなど約１

０種がいる。口ひげがあるのが特徴だが、種類に

よって本数が違うとのこと。夜になるとミジンコ

などを食べ、えら呼吸、腸呼吸、皮膚呼吸の３種

類の呼吸、をします。日頃はえら呼吸をしていま

す。

お店ののれんや看板には「どぜう」とかくこと

もあるが、中世後期の文献に「土長」「ドヂヤウ」

の表記がみられることから、歴史的仮名遣いは

「どぢやう」とされる。

顔を見ていると、何とも

のん気そうなひょうきんな

顔で和んできます。可愛い

いですね。
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どじょう （ 泥鰌 ）


